豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２８年１２月号

もう年末です。今年の仕事を終わらせなくては！

今月も、連携室便りをお届けします。
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ
日時；平成２９年１月１０日（火）　午後６時３０分
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「非循環器科病棟における循環器急性疾患―心不全増悪の初期対応、心電図モニターの判読―」　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　　

循環器内科　特任助教　飯嶋賢一　先生

講演２：「心房細動の抗凝固療法とアブレーション療法」　　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　

循環器内科　　　助教　　佐藤光希　先生

共催：第一三共製薬株式会社

次回は、新潟大学循環器内科より来られている両先生に講演をお願いいたしました。分かりやすい講演内容となりますので、多数の参加をお願いいたします。参加希望の方は、患者総合支援センター天木までお願いします。待っています。

　今年の臨床検討会は、院外の先生に講演をお願いすることが多かったです。私が知っている先生を頼ったのですが、みんな話が上手でした。院外の方にも是非聞いていただきたいと思います。看護師をメインな対象とするように毎回お願いしていますが、看護師以外の方も奮って参加をお願いいたします。待ってます。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)
今回も、長谷川先生がネタを提供してくれました。
86歳女性。胃癌ターミナル状態ですが、ご本人の希望で抗癌剤治療はせず当院のバックアップシステムを利用して在宅診療をされていました。発熱と心拍200/分以上の頻脈で救急搬送。脈は触知可能でしたが、心電図上はVT様の波形でした。既往のWPW症候群による偽性心室頻拍と考え、抗不整脈薬のリスモダンを使用し頻脈は改善しました。不整脈に対して積極的な治療は行わず緩和ケアを中心に行う方針となりました。その後リスモダンは定期内服としましたが、肝腎機能障害があるため、最低用量で開始しました。数日後、難儀がっているとナースコールあり、この時意識混濁と冷汗多量の状態でした。血糖 27mg/dlと連絡を受け、あわてて血糖補正を行い症状は改善しました。しかし遷延性低血糖が数日持続しました。糖尿病の既往なく、低血糖を起こす程の肝硬変はありません。原因として考えられたのは唯一の新規薬剤であるリスモダンだけでした。リスモダンなどClass Ⅰa群の抗不整脈薬は、骨格筋の糖取り込み亢進やグルカゴン分泌低下などにより低血糖を起こし得るとされています。肝機能障害のある本例では、肝代謝のリスモダンの血中濃度が上昇し易く、結果低血糖になったと推察されます。インスリンや血糖降下薬の他、添付文章上低血糖の記載がある薬剤には、ARB、ニューキノロン系抗菌薬やST合剤など、使用頻度の高い薬剤も含まれています。血糖降下薬の内服がなくとも、低血糖を念頭に診療することが重要と感じた症例でした(素)。
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編集　忘年会はいろんな「逃げ恥」のダンスを見ることになるだろうと覚悟しています。飲みすぎに注意。はい、自分に言っています。副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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